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＜連絡事項＞
・入院を取る際はコロナの罹患歴を確認し、電カルの付箋で乗せてください。

＜入室状況＞
【入院】
・金沢　友昌様～東病棟Bユニット3号室に医療保護入院となる。
・金沢　タイ様～東病棟Cユニット5号室に医療保護入院となる。

【転出】
・泉川　ケイ子様～東病棟Bユニット1号室→北病棟306号室

＜患者様連絡事項＞
・中屋敷　郁夫様～主治医に週末の発熱について報告し、経過観察の指示あり。

・金沢　友昌様～主治医からモニター装着、血糖3検の指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・和田　純弥様～終日隔離中。午前9時～午後4時までの開放観察実施。開放中、殆ど自室から出ることなく臥床傾向。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・若沢　理子様～終日隔離中。午前9時～午後4時までの開放観察実施。開放中、脱衣し自室に横になっていること多い。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。開放中、自室で過ごしたりまた他患者様とも交流あり落ち着いている。過度な飲水もない。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。開放中、奇声また他者への迷惑行為あり早めに開放観察終了している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・下道 ユミ子様～身体拘束中。バイタルサイン著変なし。経管栄養トラブルなし。車椅子移乗時、下肢に力が入らないことあり介入。ケア抵抗なし。声掛けに笑顔見られる。ゼリーは1口目むせこみあるも以降はむせなく全量摂取。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜金Dr診察情報＞
[bookmark: _GoBack]患者様の指示内容・処方に変更無し。

＜入院患者様情報＞
①日　　時：令和6年10月7日　13：20
　氏　　名：金沢　タイ　（かなざわ　たい）様
　生年月日：昭和14年11月14日(84歳)
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：柞木田Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　令和5年頃より夫に対する嫉妬妄想が出現。「夫に恋人がいる」と訴え、易怒的とな
り、叩く・つねるなどの粗暴行為がみられるようになっている。次女と夫が病院受診
で不在とすると、夫を探すために自宅の外に出ていき探してしまう状況(警察介入は受
けていない)。本日、長女様と次女様の付き添いで来院し診察の結果、治療の必要性を
認めたため、東病棟Cユニットに医療保護入院となる。

②日　　時：令和6年10月7日　13：25
　氏　　名：金沢　友昌　（かなざわ　ともまさ）様
　生年月日：昭和14年7月22日(85歳)
　病　　名：血管性認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：柞木田Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
　令和6年9月頃より「2階に男の人が住んでいる」「妻が男を連れ込んでいる」等と話
すようなった。妻は以前から嫉妬妄想により本人に強く当たる事があったが、現在は
本人も妻に対する嫉妬妄想・関係妄想がみられており、口論が増加。口論だけでは収
まらずに、自宅内にある食器を破損させたり、テレビを持ち上げてひっくり返す等の
破損行為・粗暴行為もみられるようになっている。また、「常に声が聞こえているか
ら、うるさくて眠れない」等と幻聴様の訴えが聞かれており、夜間も不眠で経過する
事が多い。幻聴の内容は不明であるが、「2階に住んでいる人のご飯、何を準備しよう
か」と話すこともある。日中1時間程傾眠するも、他は眠っている様子がない。トイレ
の場所が分からない様子や排せつの失敗も多く、自宅内を全裸で徘徊していることも
ある。妻を探し回る事もあるが、自宅の外に出ていくことはない。本日、長女様と次
女様と一緒に来院し診察の結果、治療の必要性を認めた為、東病棟Bユニットに医療保
護入院となる。


